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WAMソーシャルボンド

独立行政法人福祉医療機構

調達資金の充当状況及びインパクトレポート
～2022年度～
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福祉医療機構の役割

○ 福祉医療機構は、福祉・医療に関する多様な事業を一体的・有機的に実施することにより、
地域の福祉・医療の向上を目指して民間活動を支援しています。

地域社会

病院

介護老人
保健施設

保育所 障害者

特別養護
老人ホーム 子育て 高齢者

医療法人 社会福祉法人 NPO・個人

障害者の生活支援

NPO等の活動支援

⚫ NPOなどの福祉活動を助成金で応援

⚫ 扶養共済制度を通じて障害のある方を応援

福祉医療の施設整備を支援

⚫ 安心できる社会の実現に向けて福祉の基盤整備を応援
⚫ 安心した暮らしを支えるため医療サービスの提供を支援

安定的な経営を支援

⚫ コンサルティングやセミナー等を通じて安定経営を支援
⚫ 退職手当共済制度を通じて福祉施設等の勤務者を支援
⚫ 福祉・保健・医療に関する総合的な情報を提供
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医療提供
体制改革

地域包括ケア
システムの整備

医療施設の
耐震化

医療施設の
分化・連携

東日本大震災等
に係る復旧整備

医療法人・社会福祉法人・個人等医療法人 社会福祉法人 NPO法人

適格事業の概要

令和３年度融資実績： 3,737億円
令和4年3月末までの融資実績残高：2兆5,844億円

≪地域社会を取り巻く環境≫

介護基盤の
緊急整備

待機児童
解消のための
保育所整備

社会福祉施設の
耐震化整備

都市部における
介護基盤の整備

東日本大震災等
に係る復興整備

地域社会

支援

「小回りのきく福祉・医療支援の専門機関」として地域における民間の社会福祉施設の基盤整備を支援します！

「長期・固定・低利」の
資金を安定的に供給

特徴
1

国の政策に応じた
優遇融資のメニューを提供

特徴
3

豊富な融資実績に基づき
専門的な相談を実施

特徴
2

融資実行後における
きめ細やかなフォローアップ

特徴
4

≪医療施設を取り巻く環境≫

介護老人保健施設

医療従事者養成施設

指定訪問看護事業

地域社会

診療所 助産所

病院

支援

令和３年度融資実績： 3,201億円
令和４年3月末までの融資実績残高： 2兆6,763億円

グループホーム 保育所

高齢者

障害者

特別養護老人ホームケアハウス 子育て

福祉貸付事業

⚫ 特別養護老人ホーム、保育所や障害のある方を支援する施設
などの社会福祉施設を整備する際に、必要となる建築資金等
を「長期・固定・低利」で融資します。

医療貸付事業

⚫ 病院や診療所、介護老人保健施設、介護医療院を整備する際
に、必要となる建築資金等を「長期・固定・低利」で融資し
ます。

介護医療院
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レポーティングについて①

○ WAMソーシャルボンドの発行実績

回号 条件決定日 発行日
年限
（年）

総額
（億円）

表面利率
（％）

発行価格
（円）

応募者利回り
（%）

対国債
スプレッド

【カーブ対比】
（bp）

格付

第65回 令和3年12月10日 令和3年12月20日 10 100 0.120 100.00 0.120
7.5

【6.0】
AA＋（R&I）

○ 資金調達の充当状況

⚫ 当機構がソーシャルボンドで調達した資金は、全額福祉医療貸付事業に充当します。当事業は、我が国が抱える社会的課題の解決に
貢献しています。

項目 令和３年度 （参考）令和４年度
ソーシャルファイナンスの残高 100億円 100億円（令和4年6月末現在）

充当済金額 100億円 100億円（令和4年6月末現在）
未充当資金の残高 0円 0円
リファイナンス比率 ０% ０%

第66回 令和4年6月10日 令和4年6月20日 10 100 0.319 100.00 0.319
7.0

【6.0】
AA＋（R&I）

○ 調達資金の管理（WAMソーシャルボンドの発行残高及び貸付金残高）

（参考）令和4年上期発行実績

項目 令和３年度末
発行残高 （ａ） 100億円
貸付金残高（ｂ） 5兆2,607億円

⚫ WAMソーシャルボンド発行残高が直近期末の貸付金残高を上回っていないことを確認しています。（（ａ）＜（ｂ））
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レポーティングについて②

上記ソーシャルプロジェクト（福祉医療貸付事業）に対するファイナンス（資金調達）

財政融資資金借入金 財投機関債（第64回債・第65回債） その他（出資金等） 合計

5,821億円 200億円（うちソーシャルボンド100億円） 917億円 6,938億円

○ 福祉医療貸付事業による社会的便益（※財務省公表「財政投融資対象事業に関する政策コスト分析（令和4年度）」をベースに掲載）

老人福祉施設 16.4万人 （70.2万人）

障害福祉施設 2.4万人 （13.6万人）

児童福祉施設 24.8万人（221.4万人）

（注）（）書は令和２年10月現在の民間社会福祉施設等の定員である。ただし、病院については令和元年10月現在の病床数である。

過去10年間（平成23～令和2年度）における貸付事業の成果

① 福祉貸付事業においては、民間の社会福祉施設が施設数で9千施設、定員で44万人分の整備が図られた。

介護老人保健施設 1.9万人 （36.3万人）

病院 0.7万床（118.3万床）

② 医療貸付事業においては、医療関係施設5百施設の新設、8百施設の増改築が行われ、病床等の整備が図られた。

○ インパクトレポート（第65回債・令和3年度）

インパクト指標（定性目標）

•地域医療提供体制整備のための施設整備
•介護基盤・待機児童解消・障害者の生活の安定のための施設整備
•福祉医療施設の安定的な経営の支援

アウトプット／アウトカム指標（令和3年度）

融資総額 6,938億円

融資件数 12,411件
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レポーティングについて③
○独立行政法人通則法第32条に基づき、毎事業年度、業務の実績について、厚生労働大臣から評価を受けています。
○毎事業年度、財務諸表、事業報告書等を作成し、厚生労働大臣の承認を受けています。
○財務諸表、事業報告書等は、当機構ウェブサイトにて公開します。

○中期目標・中期計画・年度計画 https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-keikaku-tabid-117/

1. 業務全般

○事業報告書 https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-houkoku-tabid-110/

2. 事業状況

3. 財務状況

○財務諸表・決算報告書 https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-zaimu/

4.調達資金の充当状況及びインパクト状況

○ウェブサイトで年に一回公表

○業務実績の評価結果 https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-jisseki-tabid-118/

○業務方法書等 https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-rule-tabid-116/

5.投資家向けIR資料

○投資家向けIR資料 https://www.wam.go.jp/hp/wp-content/uploads/r4wamir.pdf

https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-keikaku-tabid-117/
https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-houkoku-tabid-110/
https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-keikaku-tabid-117/
https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-zaimu/
https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-jisseki-tabid-118/
https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-rule-tabid-116/
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（参考）ソーシャルボンド・フレームワーク
○当機構は、ICMA（国際資本市場協会）が定めるソーシャルボンド原則の４つの核（下記1～４）となる要素に基づきソーシャルボ
ンド・フレームワークを策定。本フレームワークについて、2021年9月27日に外部評価機関である株式会社格付投資情報センター
（R&I）からソーシャルボンド原則（SBP）に適合している旨のセカンドオピニオンを取得しました。

1. 調達資金の使途

適格
クライテリア

プロジェクト概要 SBPの事業区分 対象となる人々

○特別養護老人ホー
ム、保育所などの
福祉施設や病院、
診療所などの医療
施設等の整備に必
要な資金等の融資

○必要不可欠なサービス
へのアクセス

○社会経済的向上とエン
パワーメント

○高齢者、障害者、仕事
と子育て・介護を両立
する人々、医療サービ
スを必要とする人々、
サービス提供者である
施設の従事者等

福祉医療
貸付事業

ソーシャルプロジェクトのご紹介（一例）

福祉貸付事業（生活介護事業所） 医療貸付事業（病院）

○当機構がソーシャルボンドで調達した資金は、福祉医療貸付事業（= ソーシャルプロ
ジェクト）に充当され、我が国が抱える社会的課題の解決に貢献します。

2. プロジェクトの評価と選定のプロセス

○業務運営に関する中期目標は厚生労働大臣から示され、これを達成するための中期計画及び年度計画について、厚生労働大臣の認可及び届出によ
り決定します。なお、貸付先については、厚生労働大臣が認可する業務方法書等に基づき、判断しています。

3. 調達資金の管理

○独立行政法人福祉医療機構会計規程第4条及び第5条に基づく区分経理により、ソーシャルボンドにより調達された資金は、福祉医療貸付事業に
充当し区分管理します。福祉医療貸付事業は「一般勘定」として他の勘定と経理区分した上、帳簿上での管理を行い「一般勘定」における他の事
業と区分します。また、年に一回、ソーシャルボンドの発行残高の総額が直近期末の福祉医療貸付事業における貸付金残高を上回っていないこと
を確認します。

4. レポーティング

○ソーシャルボンドの調達資金の充当状況及びインパクト状況（適格ソーシャルプロジェクトにより実現した社会的な効果等）については、当機構
のHPで年に一回公表しております。
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事業概要（１）福祉貸付事業

融資の対象施設・事業 融資を受けられる方

高齢者福祉施設分野
特別養護老人ホーム・老人デイサービスセンター・
小規模多機能型居宅介護事業所・老人短期入所施設 等

社会福祉法人・医療法人・日本赤十字社・一般社団
（財団）法人・営利法人・NPO法人 等

※施設や事業の内容によって、融資の対象とならない
方もいます。

児童福祉分野及び
母子・父子福祉分野

保育所・放課後児童健全育成事業・障害児通所支援事業
幼保連携型認定こども園 等

障害者福祉分野
障害者支援施設・身体障害者生活訓練事業等
盲導犬訓練施設 等

生活保護・その他の分野 企業主導型保育事業・授産施設・救護施設 等

（単位：件、百万円）

地域における民間の社会福祉施設の基盤整備を支援

⚫ 特別養護老人ホーム、保育所や障害のある方を支援する施設などの社会福祉施設を整備する際に、必要となる建築資金等を
「長期・固定・低利」で融資します。

⚫ 介護基盤の緊急整備、待機児童解消のための保育所施設、社会福祉施設の耐震化整備、都市部の借地における介護基盤の整備、
東日本大震災等に係る被災地の復興のための整備など、様々なニーズに対応する融資メニューを提供します。

○融資残高の推移

（注）百万円未満を切り捨てていますので、合計とは端数において合致しないものがあります。

H29 H30 R1 R2 R３

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

高齢者福祉分野 8,081 1,639,554 7,809 1,633,258 7,460 1,590,523 11,747 1,763,904 15,128 1,863,772

児童福祉分野及び母子・父子福祉分野 6,365 319,956 6,521 335,224 6,752 354,759 8,472 413,875 9,975 461,399

障害者福祉分野 2,934 123,872 2,939 127,197 2,945 131,342 4,681 193,544 6,597 253,107

生活保護・その他の分野 91 6,736 80 5,732 77 5,865 79 6,117 75 6,100

合 計 17,471 2,090,120 17,349 2,101,412 17,234 2,082,489 24,979 2,377,441 31,775 2,584,380
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事業概要（１）福祉貸付事業（融資実績推移）

福祉貸付（全体） うち建築資金等

※交付ベース
※交付ベース
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事業概要（２）医療貸付事業

⚫ 病院や診療所、介護老人保健施設、介護医療院を整備する際に、必要となる建築資金等を「長期・固定・低利」で融資します。
⚫ 地域包括ケアシステムの推進、地域医療構想に基づく医療機能分化・連携を進めるための施設整備や地震防災対策としての耐震化整備
などへの対応、金融環境の変化や制度改正による一時的な特殊要因に対応するための運転資金など、様々なニーズに対応する融資
メニューを提供します。

融資の対象施設等 融資を受けられる方

病院
個人・医療法人・社会福祉法人・日本赤十字社・一般
社団（財団）法人・学校法人（医・歯学部を置く大学
を設置する） 等

※施設や事業の内容によって、融資の対象とならない
方もいます。

診療所（一般診療所・歯科診療所・共同利用施設）

介護老人保健施設・介護医療院

医療従事者養成施設
（看護師・助産師・理学療法士・救急救命士・歯科衛生士 ほか）

指定訪問看護事業・助産所（児童福祉法に規定する助産施設は除く）

（単位：件、百万円）

○融資残高の推移

地域における民間の医療施設の基盤整備を支援

（注）百万円未満を切り捨てていますので、合計とは端数において合致しないものがあります。

H29 H30 R1 R2 R３

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

病院 1,860 1,022,313 1,735 962,852 1,509 976,103 3,694 1,569,553 4,004 1,663,890

診療所（一般・歯科） 1,678 32,819 1,441 29,493 1,230 28,612 17,384 576,654 20,536 671,537

介護老人保健施設・介護医療院 1,465 379,708 1,399 349,291 1,347 322,176 1,838 342,073 1,944 331,549

医療従事者養成施設 28 3,003 27 2,756 27 2,912 30 2,981 29 2,772

その他 15 138 11 130 5 118 149 5,168 198 6,575

合 計 5,046 1,437,981 4,613 1,344,522 4,118 1,329,921 23,095 2,496,432 26,711 2,676,325
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医療貸付（全体） うち建築資金等

事業概要（２）医療貸付事業（融資実績推移）

※交付ベース

※交付ベース
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新型コロナウイルス対応支援資金（審査済み件数・金額の推移）

（億円）

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた福祉医療施設への対応では、大量申込案件に迅速な審査・資金供給を実現し
ています。それは、「福祉・医療に特化した政策融資を行う独立行政法人」としてのＷＡＭの位置付けが、大きく貢献
しています。

事業概要（３）福祉医療貸付事業における
新型コロナウイルス感染症への対応状況

712 1,644 
2,382 

3,314 
4,135 

4,646 
5,058 5,371 

3,796 

8,855 

11,264 

12,880 

13,507 

13,899 14,193 14,442 

2,494 
4,812 

6,562 

8,713 

10,896 
12,562 

14,319 
15,736 

6,594 

14,074 

17,933 

20,798 
22,000 

22,799 
23,454 23,958 

0
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000
福祉貸付 金額 医療貸付 金額 福祉貸付 件数 医療貸付 件数

（件）

福祉医療貸付件数合計 39,694件
福祉医療貸付金額合計 19,812億円

（令和4年3月末）
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新型コロナウイルス対応支援資金（審査済額）

59%

18%

22%

1%

福祉貸付内訳別 令和4年3月末現在

高齢者施設 児童施設 障害者施設 その他

福祉貸付
5,371億円

高齢者施設
3,161億円

児童施設
982億円

障害者施設
1,169億円

その他
58億円

新型コロナウイルス対応支援資金（審査済み額）

48%

5%

22%

24%

1%

医療貸付内訳別 令和4年3月末現在

病院 老健・介護医療院 診療所 歯科診療所 その他

医療貸付
14,442億円

病院
6,978億円

老健・介護医療院
660億円

診療所
3,225億円

歯科診療所
3,509億円

その他
70億円 計 19,812億円

事業概要（３）福祉医療貸付事業における
新型コロナウイルス感染症への対応状況

新型コロナウィルス対応支援資金の融資において、
医療貸付では病院が約5割、診療所と歯科診療所が2割強の実績となっています。
福祉貸付では高齢者施設が約6割、障害者施設と児童施設が約2割程度の実績となっています。
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12.70 12.70コンテンツ左端(コメント狭) 8.50 7.30 コンテンツ左端(コメント広)

福祉医療機構は、福祉の基盤整備・医療サービスの提供の観点から持続可能な

開発目標（Sustainable Development Goals) に貢献しています

（SDGsの目標３）あらゆる年齢のす
べての人々の健康的な生活を確保し、
福祉を促進する

（SDGsの目標５）ジェンダー平等を
達成し、すべての女性及び女児のエン
パワーメントを行う

（SDGsの目標１）あらゆる場所あら
ゆる形態の貧困を終わらせる

SDGsの観点で当機構が福祉・医療に果たす役割

「福祉貸付事業」
・民間社会福祉事業施設などの整備、充実

「医療貸付事業」
・良質な医療・介護サービスの提供を支援

「心身障害者扶養保険事業」
・障害のある方に、将来の安心と保障を提供

（参考）福祉医療機構の事業とSDGsのつながり

福祉・医療が抱える課題 SDGs（Sustainable Development Goals）とは

SDGs ＝ 持続可能な開発目標
・2015年9月に国連に加盟する全ての加盟国が合意し採択
・2030年までに貧困撲滅や格差の是正、気候変動対策など
国際社会に共通する17の目標が達成されることを目指すも
の。

待機児童問題、特養待機者問題、医療需要の増大、福
祉サービス提供に係る課題の複合化・複雑化、地域のつ
ながりの希薄化、これらに対応する社会資源の一元的か
つ正確な情報の不足等が存在

⇒『小回りのきく福祉・医療支援の専門店』としての一
層の機能発揮により、福祉・医療基盤の整備に貢献

「社会福祉振興助成事業」
・高齢者・障害者が自立した生活を送るため、及び子供
たちが健やかに安心して成長できるために必要な支援
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独立行政法人福祉医療機構 経理部資金課
東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル9階
TEL： 03（3438）0212
FAX： 03（3438）0219
URL： https://www.wam.go.jp/hp/

お問い合わせ先

独立行政法人福祉医療機構

⚫ 本資料は、債券投資家等の皆さまへの情報提供のみを目的としたものであり、債券の募集、売出し
及び売買の勧誘などを目的としたものではありません。

⚫ 債券のご投資判断にあたりましては、当該債券の発行にあたり作成された債券内容説明書及び財務
諸表など、入手可能な直近の情報を必ずご確認いただき、皆さまご自身の責任でご判断くださいま
すようお願い申し上げます。


